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➨㸳学ᖺࠕ⌮⛉ࠖ学⩦ᣦᑟ᱌ ᤵᴗ⪅ ᮡ㔝 さち子

２᭶２１日㸦ᅵ㸧 㸱㝵実㦂ほᐹᐊ  㸷㸸㸮㸮㹼㸷㸸㸲㸮 

㸯 ༢ඖྡ ⁐ࡿࡅをࡿࡵ࠿ࡩ 

㸰 ༢ඖ࡚࠸ࡘ࡟ 

༢ඖ┠ᶆ ࣭Ỉに≀が⁐けることについて、自分のㄪべたいことをィ⏬的、協ാ的に研究する。 

࣭学⣭で研究成果をఏえ合うことを通して、科学的な㧗まりをつくる。

㸳年⏕の子どもたちは、理科の学⩦では、自分でၥ題を見いだし、ィ⏬を❧ててほᐹ࣭実㦂を行うこ

とや、スࣛࢻ࢖などにまとめて学⣭全体に⾲⌧することに自ಙをもっている。これをいかし、ಶや数名

のࢢルーࣉでㄪべ、ඹ᭷することで⤖ㄽを導出するという⤒㦂を重ねてきた。さらにㄪべたいことを深

᥀りしたいという考えの子も多く、༢元名を「ࡩりこの研究」、「ᕝの研究」などとして、様々な研究

を進めてきた。一方で、自分の学びにἐ㢌するあまり、全体でඹ᭷する場で⫈き合うことが༑分でない

ことがある。௚者と協ຊして学ぶことや、௚者の考えを⫈き合うことから、新たな方ἲを見いだしたり、

理ゎが深まったりすることをឤじ、ࡑのような学び方にも自ಙをもって࡯しいと考えている。 

༢元の≉ᚩから考えると、前㏙の༢元は、ಶの⯆࿡にᇶ࡙き多様な㏕り方をしても、ඹ᭷により⤖ㄽ

を見いだすことは㞴しくない。これらが一つのෆᐜに㞟⣙されるためである。௚にも、「発ⱆと成長の

研究」は、ࡑの᮲௳をㄪべるというඹ通の目的があるため、ಶの研究をඹ᭷することにはᚲせឤがある。

一方で、「㟁☢▼の研究」では、ある程度㡰ᗎを踏んでからでないと、ඹ᭷場面で同じᅵಥで⫈き合う

ことが㞴しい。今回の「⁐けるをࡩかめる」も同様であると考える。これらを㸳年⏕の実ែと考え合わ

せると、ಶの⯆࿡にᇶ࡙く研究をしながら、互いのᛮ考が㞳れすࡂないඹ᭷場面を設定すること、考え

の㐪いが⾲れやすいᥥ⏬での⾲⌧を⏝いることが、⫈き合うことの౯್をឤじる学びとなると考えた。 

導ධで、「関係の中でၥ題や௬ㄝが⏕まれる自↛の஦≀⌧㇟との出会い」として、「≀がỈに⁐ける」

ことについて、⤒㦂や࢖メーࢪについて対話する。ࡑの中で、「⼥ゎ」と「⁐ゎ」、「ΰ合」との㐪い

も話題になるだろう。ḟに、኱きなࣅー࢝ーの中で㣗ሷの⢏が⁐けて見えなくなる⌧㇟を見て、気࡙い

たことや考えたことについて対話する。ࡑの際、教ᖌは、⾲⌧方ἲの一つとして、Ỉや㣗ሷを⢏でᥥ⏬

することも♧す。子どもたちは、自分の⤒㦂と⌧㇟、཭㐩の考えや⾲⌧とのᕪ␗点やඹ通点から、様々

なၥ題を見いだすと考える。ࡑの中から、⢏子のಖ存とᆒ一性については、子どもたちの発想をもとに

全体で研究する。ࡑこからඛの進め方は子どもにጤねる。 

また、「ඹ同体において科学的な㧗まりをつくる学びの㐣程」として、学⣭全体でඹ᭷する場を኱ษ

にしたい。みんなが㐪うことをㄪべているからこࡑ、ඹ᭷の場は情ሗ஺᥮の重せな場となる。あるとき

は学⣭全体で☜かめることがᚲせだとなるかもしれないし、あるときはࡑれぞれまた別の新しいၥ題を

見いだすかもしれない。ࡑのためには、研究ᡤ㸦子どもたちがỴめたࢢルーࣉ㸧での研究が඘実してい

るᚲせがある。ここでいうඹ同体は、研究ᡤであり、教ᖌもྵめた学⣭全体である。ඹ᭷によって≀の

⁐け方の≉ᚩがわかったり、はっきりわからないので新たな方ἲで研究することがỴまったりすること

が、科学的な㧗まりをつくることと捉えている。 

㸱 学⩦ᣦᑟィ⏬㸦㸷᫬㛫┠㸭඲㸯㸳᫬㛫㸧 

第１ḟ Ỉに≀が⁐けることと出会い、ၥ題を見いだす                ͐㸱時間 

第２ḟ Ỉの中にどのようにあるのか研究する                    ͐㸱時間 

第㸱ḟ ࡑれぞれのၥ題をもとに⁐けることについてࡩかめる         ͐本時㸱㸭㸷時間 

㸲 ᮏ᫬の学⩦࡚࠸ࡘ࡟ 

 �㸯�ᮏ᫬の࠸ࡽࡡ 

 ࣭研究成果のඹ᭷を通して、自分の目ᶆを明☜にし、≀の⁐け方についての理ゎを深める。 

㸦㸰㸧ண᝿ࡿࢀࡉᮏ᫬のᒎ㛤 
主な学⩦活動と子どもの姿 ␃意点

�㸬研究成果や㐣程について⫈き合う。 

�㸬本時の目ᶆを見いだし、ㄪべる。 

�㸬ḟの時間の研究について見通しをもつ。 

࣭ඹ᭷の場では、子ども同ኈのホ౯活動が進むように、ᯈ᭩にᩚ

理する。 

れぞれの目ᶆが㐩成に向かうよう、見とりとかかわりを行ࡑ࣭

う。 

࣭グ㘓やࡩり㏉りから、ḟの目ᶆをともに考える。 

➨㸱学ᖺࠕ⟬ᩘࠖ学⩦ᣦᑟ᱌ ᤵᴗ⪅ Ἑ合 ⣪⏤฼ 

２᭶２１日㸦ᅵ㸧 㸱㝵㹂ᐊ  㸷㸸㸮㸮㹼㸷㸸㸲㸮 

㸯 ༢ඖྡ ศᩘを౑ࡓࡗ኱ࡉࡁの⾲ࡋ᪉をㄪ࠺ࡼ࡭ 

㸰 ༢ඖ࡚࠸ࡘ࡟ 

 本実㊶では、༢元の㸱時間目に ͳȀ͵� をసる活動を設定する。

 教科᭩では、༢元のはじめに、１� のࢸーࣉを㸱➼分したᅗを♧し、「１� の ͳȀ͵ の長さを ͳȀ͵�」

とすると♧している。すでに㸱➼分されているᅗが♧されているため、子どもたちは ͳȀ͵� という長さ

について、さ࡯どᝎむことなく学⩦は進んでいくとᛮわれる。

 しかし、実際に ͳȀ͵� とసろうとすると、いくつかのΰ஘がண想される。

 まࡎ、㸱➼分するための元の長さはどれくらいなのか、ということである。２➼分や㸲➼分はᢡって

సるのが⡆༢であることから、元の長さはࡑれ࡯どၥ題にはならない。しかし㸱➼分にᢡることは㞴し

いことから、ᢡりやすい㸱� や ͻͲ�� などの長さが࡯しいと考える子どもがいると考えられる。ࡑこで

ͳ� の ͳȀ͵ にあたる長さが ͳȀ͵� であり、もとの長さが１� でない長さの ͳȀ͵ は ͳȀ͵� でないことを再

☜認できると考える。

 さらに、ᢡってసることが㞴しいことから、自分たちがసった「ͳȀ͵�」がṇ☜に ͳȀ͵� になってい

るのか᳨ドすることが㞴しいともいえる。ࡑのため、子どもたちは自分たちがసった「ͳȀ͵�」を、ͳȀ
Ͷ� や ͳȀʹ� などの௚の長さとẚ㍑したり、「ͳȀ͵�」を㸱つつなげて１� になるのか☜かめたりして、

自分たちがసった長さが本当に ͳȀ͵� とゝえるのかを☜かめることになるだろう。また、「１�㸻ͳͲͲ�
�」であることから１� を㸱➼分することを「ͳͲͲ¹㸱」とィ⟬してゎỴしようとする子も出てくるだ

ろう。「ͳͲͲ¹㸱㸻͵͵ あまり１」であることから ͳȀ͵� は ͵͵�� よりも長いけれど、͵Ͷ�� よりも▷い

こと、小数では⾲⌧できないことにもゐれることができると考える。

 このように、実際に ͳȀ͵� という長さをసる活動を設定することで、༢఩㔞としての１� を☜認した

り、ͳȀ͵� という長さを௚の長さと関係付けてᢅったりすることで、ͳȀ͵� についての理ゎを深めるこ

とができると考えている。

㸱 学⩦ᣦᑟィ⏬㸦㸱᫬㛫┠㸭඲ �� ᫬㛫㸧 

第１ḟ ➼分した長さやかさの⾲し方   ͐本時㸱㸭㸱時間 

第２ḟ 分数のしくみ          ͐㸲時間 

第㸱ḟ 分数のしくみとたし⟬、ࡦき⟬  ͐㸱時間 

㸲 ᮏ᫬の学⩦࡚࠸ࡘ࡟ 

 �㸯�ᮏ᫬の࠸ࡽࡡ 

 ࣭⣬ࢸーࣉをᢡったり、長さをẚべたりする活動を通して、分数を⏝いた長さの⾲し方について、考

えることができる。 

㸦㸰㸧ண᝿ࡿࢀࡉᮏ᫬のᒎ㛤 
主な学⩦活動と子どもの姿 ␃意点

１㸬前時の学⩦を᣺り㏉る。

࣭もとの長さが１Pのときは、���Pという。 

２㸬���Pをసる。

࣭どうにか⣬ࢸーࣉを㸱➼分しようとする。 

࣭⣬ࢸーࣉの༙分にして、ࡑれをᑡし▷くする。 

࣭⣬ࢸーࣉの���と���の┿ん中くらいに༳をつける。 

࣭定つで��FPとᑡしのところに༳をつける。 

㸱㸬本時の学⩦を᣺り㏉る。

࣭１Pの���が���P、���Pの２つ分の長さが���P、 ���P

の㸱つ分の長さが���Pとなることを᣺り㏉る。 

࣭全員に⣬ࢸーࣉ㸦１P㸧を㓄ᕸするが、さらにᚲせで

あれࡤ㏣ຍできることをఏえる。 

࣭もとにする長さが話題になった場合には、１P ௨እ

でもよいことをఏえ、どれくらいの長さがあれࡤよ

いのか全員で話し合う。 
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